正規列の部分列について by カマエ, テツロウ & 釜江, 哲朗
Osaka University
Title正規列の部分列について
Author(s)釜江, 哲朗
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30950
DOI
Rights
<24]
朗(
わ哲ぇ江付釜
氏名・(本籍)
士博字E里学位の種類
弟
昭和 48 年 9
学位規則第 5 条第 2 項該当
口巧
月 20 日
291 7 学位記番号
学位授与の日付
学位授与の要件
正規列の部分列について学位論文題目
豪支渡辺
(主査)
教授
論文審査委員
正俊福島助教授信行田
池(副査)
教授
t:. 
日要の円相台内文論
αE 2: N の第 i 座標を α (i)と2:は勝手なコンパクト距離空間。 N={O ， 1 ， 2 ，…)。三三N は直積空間。
記す o LN の元を列と呼ぶ。 LN 上のシフトを T と記す。すなわち、 (Tα)(i ) =α (i +1) 。
コンパクト距離空間上の測度の系列凡
その空間上のどんな実数値連続関数f に対していiU附π
=ffdv となることをいう。このことを、 W12県川 =v と記す。点、 z に於ける一点測度をらと記す。
一点測度でないような測度を非縮退測度と呼ぶ。
位相空間上の測度としては、常に確率ボレル測度を考える。
(η=1 ， 2，…)が測度γに弱収束するとは、
Eαは s
μ 
α 
LN の元 α に対して、 引v- }im 去 z〉 Tiα
子、.. i~O 
が存在するような N の無限部分集合S の全体を表すものとする。 どんな αE 2: N に対しでも Eα キ併と
どんな αε 2: N と SE Eα に対しでも μJ は T-不変な測度となる。
P をZ上の勝手な非縮退測度とせよ。 αε玄N が p-正規列であるというのは、 NεEα且つ μ2=pN
となることをいう。但し、 pN は直積測度。とくに、工= {O , 1, ..., r- l}、 P( {i})= す (i=O ， 1, ..., 
r-1) のとき、 p-正規列の概念は通常のγ進正規列の概念と一致する。 p-正規列の全体を況p と記す。
また、なる。
N から Nへの狭義単調増加な関数を選出関数と呼ぶ。 αEL N と選出関数 7 に対して、 αoτε 2: N を
(αoτ ) (i) = α(τ (i))(iEN) と定義する。 αε 2: N がτーコレクテイフであるとは、次式の両辺が存在
し、且つ
ペ江主す話α(i) = w-)i_r計三j(ωτ)(i ) 
となることをいう。
それ以タトの iEN tこ文ずし
エントロピー
選出関数 τ に対して、。τε{O ， l} N を、もし i E {1'(j );εN} なら 8 r( i)=1 ，
ては 8 1' (i) = 0 として定義する。 {O，l} N J:のシフトに関して不変な測度 ν に対して、
?月
i
h (ν) を
h(ν) =lilD-~ -!;l:~ ~ 1 In-V ( r~) log v( r~) →∞ n ';E~O ， 1 fn
と定義する。 但し、 ξ=(~O ， ~l ，・・・ ， ~n-1) E {O , l}n に対して r_;={βE {O , l}N;β (i )=色、 i=O ， l ，
・ ， n-1 }とおいた。
本論文に於いては、以下のことが証明されている。
主定理 P は勝手なコンパクト距離空間上の勝手な非縮退測度とせよ。 τl市ザ土>∞をみたす
勝手な選出関数とせよ。このとき、 τ に関する以下の条件(lX2X3)及び(4)はいずれも互いに同値である口
(1) どんな αE況p も τーコレクティフで、ある。
(2) 況p 0 'iCSJ1p 
(3) 況p 。 τ=SJ1 p
(4) 任意の SE8 {}τ に対してhML)=0 となる。
論文の審査結果の要旨
有限個のシンボルからなる集合玄(例えば玄は 0 と 1 の 2 点集合)の要素を無限個並べた列α=(α。、
町、町、…)の統計的性質を調べることは、 E.Borel の正規数の研究や、 von Mises のゴレクティフの
研究以来、確率論研究の一分野をなしてきたが、最近は特にエルゴード理論の立場から種々のアプロ
ーチがなされている。釜江君の研究もこの線に沿ったものである。
エの個数が γ であるとき、 α が玄の元を全くランダムに並べたものであるとすれば、長さ k の任意
のパターン (β。， βh "', kﾟ - 1) 、 βi EL 、が αの部分列 (α。， αh "'，円)の中に表われる相対頻度は
n→∞のとき r -k に近づくと考えられる。これがBorel による古典的な正則列の概念である。さらに
このような列 αからある程度規則的な方法で選び出された部分列 αoτ も同じようなランダム性を保っ
と考えられる。これがMises によるコレクティフの概念である。釜江君は任意の正規列 α に対し被選
出列 α 。 τ が正規列になるために選出関数 τがみたすべき条件を、(確率論的)エントロビーを用いて完
全に決定した。釜江君はことことを、エが一般なコンパクト距離空間、 Pが玄上の任意の非縮退分布
(上の場合には玄の各点に 1/γ の確率を与えたもの)という一般の条件で証明しているが、上に述
べた場合に限定しでもこの方面の研究に新らしい知見を加えた興味ある結果といえる。
以上釜江君の仕事は、理学博士の論文として十分価値あるものであると認める。
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